
お
．５８
％
ヽ
「少
し
よ
か
っ
た
」
が
３２
・

８６
％
で
、
合
わ
せ
て
３９
。４４
％
ｏ
こ
れ

に
対
し
、
「悪
か
っ
た
」
は
１９
。２．
％
、

「少
し
悪
か
っ
た
」
は
４
・３５
％
で
（
合

計
は
６０
。５６
％
に
達
し
、
総
じ
て
「暗

い
一
年
」
だ
っ
た
（左
上
ダ
ラ
フ
参
照
）。

し
か
～
、
左
下
グ
ラ
フ
か
ら
わ
か

る
よ
う
に
、
個
人
的
に
よ
か
っ
た
人

が
半
数
を
超
え
た
こ
と
が
、
全
体
の

評
価
を
押
し
上
げ
て
お
晩
、
世
の
中

を
客
観
的
に
見
た
と
き
の
日
は
、
も

っ
と
厳
し
唸

特
に
、
教
育
や
治
安
に
、

「児
童
虐
待
・自
殺
。い
じ
め
・幼
児

誘
拐
な
ど
、
毎
日
ど
＞」か
で
必
ず
事

件
が
起
こ
っ
て
い
る
ス
女
・４３
・福
祉

関
係
〉

「教
育
現
場
で
は
自
殺
す
る
子
ど

子
が
増
え
、
事
件
を
職
諫
し
た
り
、

形
だ
け
の
詫
び
で
終
わ
っ
た
り
し
て
い

る
ス
男
・５８
・サ
ー
ビ
ス
業
）

と
、
批
判
が
集
中
。

ま
た
、
政
治
に
関
し
て
は
、

「公
務
員
の
飲
酒
運
転
事
故
や
県

知
事
の
談
合
汚
職
な
ど
が
あ
っ
た
」

（男
・６３
・無
職
）

「造
反
議
員
の
復
党
を
見
て
き
、
政

治
が
信
じ
ら
れ
な
い
ス
女
・門
・主
婦
）

と
の
声
。
景
気
に
つ
い
て
も
、

「ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
に
は
ま
い
っ
た
Ｉ
」

（男
・４７
・会
社
員
）

「経
済
格
差
が
よ
り
一
層
広
が
っ
た
」

（男
・２５
・会
社
員
）

ヽ
い
ま
だ
に
社
員
に
な
れ
な
い
」

（男
。¢
・派
遣
社
員
）

と
、
不
満
が
上
が
吹

結
局
、

「弱
い
者
が
苦
労
す
る
よ
う
な
年
だ

つ
た
失
男
・５．
．会
社
員
）

と
で
つ
こ
と
ら
し
唸

６
割
が
「よ
く
な
る
」
　

ヽ

そ
れ
で
は
、

０７
年
は
ど
う
な
る
の

だ
ろ
▼？
唸

総
合
的
に
「よ
く
な
る
」

を
見
る
人
は
、

５８
。２３
％
と
過
半
数
を

超
え
た
。
平
成
に
入
っ
て
い
不
況
や

暗
い
事
件
事
故
が
続
く
な
ど
、
決
し

て
明
る
い
時
代
と
は
で
え
な
か
っ
た

が
、
いこ

に
き
て
薄
日
が
見
え
た
の

だ
ろ
う
か
。

と
は
で
つ
も
の
の
ド
悲
観
論
も
、

「北
朝
鮮
・中
東
・イ
ラ
ク
な
ど
、
ど

う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
ス
女
中５９
・リ

ズ
ム
体
採
指
導
）

「学
校
の
問
題
も
含
め
て
、
犯
罪
は

も
っ
と
凶
悪
化
す
る
の
で
は
な
い
か
」

（女
・２２
・主
婦
）

「現
時
点
で
教
頁
治
安
苓外
交
な
ど
、

問
題
が
多
岨
ぎ
で
、
何
も
解
決
ｔ
な

い
と
思
う
ス
身
・２２
。税
理
士
補
佐
）

と
根
強
唸

し
か
し
、
政
治
や
外
交
の
面
で
、

「安
倍
総
理
に
な
っ
た
の
で
、
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
関
係
が
よ
く
な
る
ス
女
・

２５
。会
社
員
）

「泣
致
問
題
で
進
展
が
見
込
め
そ

う
」
（女
。２９
。会
社
員
）

「政
権
も
軌
道
に
乗
る
と
思
う
」

（女
・２３
・旅
行
業
）

と
予
測
。
経
済
で
も
、　
　
　
ヤ

「景
気
が
好
転
失
男
・７．
．無
職
）

．
と
見
る
声
に
押
さ
れ
て
、一

「
少
し
は
給
与
が
伸
び
る
か
な
」

（男
。３７
・製
造
業
）

と
の
期
待
も
あ
る
。
ま
た
、

「い
の
し
し
年
だ
か
ら
、
あ
わ
た
だ
し

い
年
に
な
り
そ
一≧
（女
。２９
・看
護
師
）

な
ん
て
、
″ご
託
宣
〃も
あ
っ
た
。
一

１０
年
後
は
も
っ
と
よ
く

さ
ら
に
、
Ю
年
後
の
２
０
Ｉ
６
年
に

は
、
ど
う
な
ヨ
汽
する
だ
ろ
う
か
。

「深
刻
な
少
子
高
齢
化
で
、
外
国
人

労
働
者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
ぐ
な

る
ス
男
・５０
．会
社
員
）

「年
金
の
減
額
や
税
の
負
担
増
な
ど

で
厳
し
く
な
る
ス
男
・６６
・無
職
）

「貧
富
の
差
が
も
っ
と
大
き
く
な
吹

生
活
保
護
世
帯
が
増
え
る
ス
女
・

５５
・泊
営
業
）

「治
安
も
ど
ん
ど
ん
悪
く
な
っ
て
い

き
、
事
件
が
多
発
し
そ
う
ス
女
・３４
・

サ
ー
．ビ
ス
業
）

「中
国
の
台
頭
が
日
本
の
回
力
に
影

響
す
る
ス
男
」３２
い自
動
車
整
備
士
）

な
ど
、
悲
観
諭
は
３２
・７．
％
止
ま

ｈ
ち
″
割
近
ぐ
の
人
ず

「世
の
中
を
変
え
て
い
く
に
は
教
育

が
基
本
。
教
育
問
題
に
取
り
組
み
始

め
た
の
で
、

１０
年
後
に
は
少
し
よ
い
結

果
が
出
て
い
る
の
で
は
ス
女
・５４
・専

業
主
婦
）

「日
本
の
技
術
は
ま
だ
ま
だ
世
界
に

通
用
す
る
。
技
術
革
新
に
よ
っ
て
も

っ
と
よ
く
な
る
宍
男
・３．

．会
社
員
）

「今
よ
り
も
科
学
技
術
、
医
療
な
ど

で
飛
躍
的
に
進
歩
し
て
い
る
ス
女
・

２９
・会
社
員
）
　
　
　
　
ヽ

「地
球
の
環
境
を
改
善
し
よ
う
と

す
る
運
動
が
起
こ
り
、
徐
々
に
事
態

は
改
善
さ
れ
る
ス
男
。７２
・塾
講
師
）

・と
、
明
る
い
未
来
を
予
測
ゃ

「退
職
し
た
団
塊
の
世
代
が
、
世
の

中
の
課
題
解
決
に
費
や
す
時
間
が
増

えゝ
る
」
（男
。３７
・シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
エ
ア
）

と
、
希
望
を
託
す
声
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
若
者
か
ら
も
、

「未
来
は
明
る
く
な
っ
て
゛
る
は
瓦

自
分
も
、
少
し
で
も
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
動
き
た
い
ス
男
。２２
。大

学
生
）

と
、
力
強
い
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
「

み
ん
な
が
そ
う
で
つ
思
い
で
の
ぞ
め

ば
、１０
年
～
待
た
ず
と
も
、０７
年
に
も
、

よ
い
こ
と
が
起
き
る
に
違
い
な
唸

◆

一

今
号
で
は
、
景
気
、
教
育
、
北
朝

鮮
、
女
子
ア
ナ
な
ど
、
分
野
別
に
０７

年
を
占
っ
て
い
く
。

（本
誌
　
石
塚
公
康
）

1日 2007年

00年と07年を

ジャンル別に「よい年」とした人の比率
(「よい」と「少しよい」の合計)
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Ｑ
最
も
人
気
を
集
め
る
女
子
ア
ナ
は

，

５
ジ
３
人
娘
」が上

位
を
独
占

ま
ず
は
、
軟
ら
か
ｒ
ア
ー
マ
か
ら
。

一こ
―
ス
か
ら
づ
フ
讐
ア
．―
番
組
ま

で
、
華
を
添
え
る
の
が
女
子
ア
ナ
だ
。

美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
知
的
な
側
面

も
要
求
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
ヽ

０７
年
も
引
き
続
き
注
目
を
集
め

そ
う
だ
。
そ
い」
で
、
人
気
を
集
め
そ

う
な
女
子
ア
ナ
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

上
位
の
Ｗ
、
雰
、
部
ど
フ
ジ
テ
レ
ビ
が

独
占
し
た
。
１
位
か
ら
、高
島
彩
（２７
）ヽ

中
野
美
奈
子
（２７
）ヽ
滝
川
ク
リ
る
ア

ル
（２９
）だ
ｏ

高
民
か
ら
、
意
見
を
紹
介
す
る

Ｌ

Ｃ

、「か
わ
い
ぐ
、一ウ
イ
ッ
ト
に
富
ん
で
い

る
′衣
男
。３．
．会
社
員
）

「ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
の
資
質
も

あ
る
ズ
女
・２７
。無
職
Ｙ

「び
フ
エ
・一ク
ト
で
き
ニ
ュ
ー
ス
で
も
い

け
る
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
イ
ー
ス
女
・２９
・

主
婦
）

な
ど
、
「フ
ジ
の
朝
の
顔
」
と
し
て
、

男
性
ば
か
り
で
な
く
、
女
性
か
ら
の

好
感
度
も
高
い
の
が
″
勝
因
″だ
っ
た

よ
う
だ
。

２
番
手
の
蝉
野
ｋ
関
し
て
は
、

「天
然
系
で
キ
ぎ
フ
的
に
売
れ
て
ぐ

る
と
思
う
ス
男
。１９
。学
生
）

「気
が
強
そ
う
な
の
で
、
時
々
、
爆

弾
発
言
も
し
く
は
天
然
発
言
を
し

そ
う
ス
女
・４
・主
婦
）
　

・

な
ど
。
斜
め
４５
度
の
美
女
（
滝
川

に
は
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

「
落
ち
つ
い
た
物
腰
が
好
印
象
」

（男
・２．
．学
生
）

「知
的
で
品
性
を
感
じ
る
。
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
さ
ス
女
・

３９
・飲
食
業
）

「き
れ
い
だ
し
、
他
の
女
子
ア
ナ
に

は
な
い
雰
囲
気
。
飛
び
ぬ
け
て
い
ま

す
矢
女
。３８
・会
社
員
）　
　
　
　
・

と
、
フ
ア
ン
が
多
い
。
た
だ
・、
３
位

に
甘
ん
じ
た
。

小
林
姉
妹
３
注
目
株
　
　
●

フ
ジ
組
を
追
撃
す
る
急
先
鋒
は
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
多
く
の
情
報
・づ
フ
モ
万
，１

番
組
を
担
当
す
る
小
林
麻
耶
（２７
）０

「女
性
戸

ド
ル
た
ち
と
並
ん
で
司

会
を
し
て
も
、
ダ
ン
ト
ツ
に
か
わ
い
い
」

（男
・訊
。会
社
員
）

「憎
め
な
い
愛
嬌
が
あ
な
ス
女
・

３３
一会
社
員
）

と
の
声
。
し
か
も
、
タ
レ
ン
ト
で
妹

の
小
林
麻
央
（２４
）と
の
相
乗
効
果
が

見
逃
せ
な
唸

ち
な
み
に
、
妹
の
麻
央

は
（
日
本
テ
レ
ビ
の
夜
？
こ
―
ス
番

組
「Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」
を
担
当
し
、

「初
々
し
さ
が
よ
い
ス
男
一凱
・会
社

員
）と

の
こ
と
だ
。

総
合
情
報
サ
イ
ト
「歩
臣
一＞
ヴ
〇
鼻

（オ
ー
ル
互
バ
ウ
ト
と
で
、
バ
ラ
モ
万
「―

番
組
ガ
イ
ド
を
務
め
る
ラ
イ
タ
ー
の

広
川
峯
啓
塔
ん
は
、
こ
つヽ
見
る
。

「ス
キ
ャ
シ
ダ
ル
さ
え
な
け
れ
ば
、
高

島
さ
ん
、
中
野
さ
ん
の
人
気
は
、
あ

た
２
い
３
年
は
続
く
と
思
い
ま
克

小

林
麻
耶
さ
ん
の
人
気
は
、
局
の
起
用

法
次
第
一
ゴ
ー
ル
デ
ン
写
「
ム
を
担
当

す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
伸
び
る
余
地
が

あ
る
の
で
は
。
勢
い
の
点
で
は
、
７
位

の
小
林
麻
央
さ
ん
で
す
が
、
若
く
し

て
〕こ
―
ス
番
組
を
担
当
し
た
こ
と
に

よ
る
マ
イ
ナ
ス
要
素
も
こ
れ
か
ら
出

て
く
る
か
も
し
れ
ず

未
知
数
で
す
」

台
風
の
Ｂ
は
↓
民
主
党
議
員
と
の

上列右から高島、中
野、滝川のフジ娘。
中列左 から小林麻
耶、麻央姉妹に山本
モ九 左下は〔堅実
な人気を保つベテラ
ン安藤優子。戦いは
さらに熾烈に!?

(イラスト 松村 宏)

″
路
チ
ュ
ー
〃
が
も
と
で
番
組
を
降
板

し
た
山
本
モ
ナ
（３０
）。
　
　
　
（

「づ
フ
エ
・サク
ー
進
出
の
話
も
あ
り
、

注
目
度
が
上
が
り
そ
う
ス
男
・２８
・会

社
員
）

「年
が
明
け
れ
ば
吹
つ
切
れ
て
、
本

来
の
能
力
を
発
揮
で
き
そ
う
ス
女

・

５８
・看
護
師
）

と
い
声
援
も
聞
いこえ
て
く
る
（１
１

２
４
の
「人
世
彩
彩
」
参
照
）。

０７
年
も
熱
い
女
の
戦
い
か
ら
目
が

離
せ
な
唸

（本
誌
　
渡
辺
理
雄
）
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Ｑ
北
朝
鮮
は
ど
う
動
ぐ
か
？

０６
年
７
月
に
は
ミ
サ
イ
ル
連
射
、

１０
月
に
は
核
実
験
強
行
と
、
北
朝
鮮

は
強
硬
姿
勢
を
取
Ｌ

諸
外
国
と
の

関
係
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

拉
致
被
害
者
の
帰
国
の
見
通
し
も
全

く
立
た
な
い
。

０７
年
こ
そ
い
事
態
が

打
開
の
方
向
に
動
き
、
北
東
ア
ジ
ア

●
緊
張
は
緩
和
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
允

鍵
を
握
る
北
朝
鮮
の
０７
年
の
出
方

に
つ
い
て
、
回
答
者
の
約
３
分
の
２
が
，

緊
張
を
高
め
る
こ
と
で
好
条
件
を
引

き
出
す
「瀬
戸
際
政
策
を
続
け
る
」

と
答
え
た
。
一
方
、
北
朝
鮮
が
融
和

的
な
「対
話
路
繰
に
転
換
す
る
」
と
い

う
回
答
は
、
わ
ず
か
７
％
弱
に
と
ど

ま
っ
た
。

実
際
、

１２
月
１８
日
に
再
開
さ
れ
た

６
か
国
協
議
で
も
、
冒
頭
か
ら
北
朝

鮮
側
は
、
米
国
の
金
融
制
裁
の
解
除

な
ど
「要
求
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

デ
パ
ー
ト
方
式
で
並
べ
立
て
ス
韓
国

政
府
高
官
）、協
議
は
難
航
し
て
い
る
。

大
方
の
専
門
家
も
、
北
朝
鮮
が
「核

保
有
」
を
誇
示
し
て
交
渉
の
ハ
ー
ド
ル

を
上
げ
、
瀬
戸
際
政
策
を
続
け
る
と

い
う
見
方
を
示
し
て
い
る
。

北
朝
鮮
が
「内
部
崩
壊
す
る
」
と
い

う
回
答
も
一
４
分
の
１
に
及
ん
だ
。

日
米
を
中
心
と
し
た
経
済
制
裁
の
強

化
な
ど
が
、
北
朝
鮮
を
崩
壊
に
追
い

込
む
、
と
見
る
回
答
者
が
多
い
ょ
う

だ
。
　
　
　
　
´

崩
壊
説
と
も
締
む
が
、
「そ
の
他
」

を
選
ん
だ
回
答
者
か
ら
は
、
戦
争
や

内
部
タ
ー
デ
タ
ー
な
ど
に
関
連
す
る

予
測
が
多
く
挙
げ
ら
れ
た
。

ズ
北
朝
鮮
が
）ア
メ
リ
カ
に
空
爆
さ

れ
る
ス
男
・３２
・自
営
業
）

「東
京
へ
向
け
て
核
弾
頭
を
発
射
し

共
男
。２７
。無
職
）　
　
　
・

い
ず
れ
も
、
現
実
に
起
！き

れ
ば
、

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
回
へ
の

影
響
は
極
め
て
共
き
い
こ
と
は
間
違

い
な
唸

日
本
の
取
る
べ
き
道
は
？
　
一

で
は
、
日
本
政
府
は
北
朝
鮮
に
対

し
、
ど
う
対
応
す
べ
き
か
υ　

・
一

「時
間
を
か
け
て
対
話
す
る
ス
男
・

６３
・袋
物
縫
製
）
一　
　
・

「本
当
に
学
サ
布
ル
を
撃
っ
て
き
か

ね
な
い
の
で
、
あ
ま
ヶ
刺
激
せ
ず
、
か

つ
日
本
に
有
利
に
対
応
を
女
男
・

２５
。自
動
車
整
備
士
）

と
い
つ
た
対
話
派
や
慎
重
派
は
少

数
で
、

．
「
引
き
締
め
を
徹
底
的
に
行
う
」

（男
・４７
・Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
）

な
ど
の
制
裁
派
が
圧
倒
的
多
数
を

占
め
た
。

「
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
と
連
携

を
強
め
つ
つ
、
毅
然
と
し
た
態
度
を

取
る
ス
女
。４４

無̈
職
）
　

　

ヽ
．

な
ど
国
際
的
な
こ
携
の
な
か
で
、

強
い
対
応
を
し
て
い
く
べ
き
、
と
の
意

見
も
日
立
っ
た
ｏ
　
　
´

さ
ら
に
、

「金
正
日
体
制
を
早
ぐ
崩
壊
さ
せ

る
よ
う
な
朝
鮮
内
部
の
勢
力
の
台
頭

を
促
す
来
男
。６．
．無
職
）

「反
体
制
グ
ル
ー
プ
ヘ
の
支
援
、
兵
糧

攻
め
、
脱
北
支
援
失
男
。６３
・定
年
退

職
者
）

「実
力
行
使
に
よ
る
拉
致
被
害
者
の

奪
回
ス
男
。４６
。会
社
員
）

「金

一
家
を
駆
逐
し
て
、
非
武
装
地

帯
と
し
て
国
際
管
理
を
推
進
ス
女
・

４９
，会
社
勤
務
）

と
い
っ
た
大
胆
な
策
を
求
め
る
声

も
出
た
が
、
現
実
の
政
策
と
し
て
は

難
し
い
だ
ろ
乳ゝ

北
朝
鮮
が
自
ら
政
策
を
転
換
し

な
け
れ
ば
、
緊
張
は
さ
ら
に
高
ま
る
。

政
権
崩
壊
や
軍
事
衝
突
、
大
量
の
難

民
流
出
な
ど
の
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は

な
い
。
最
悪
の
場
合
、
日
本
に
と
っ
て

ょ
「瀬
戸
際
」
の
決
断
を
迫
ら
れ
る
年

に
な
る
か
も
し
れ
な
唸（本

誌
・
菊
池
嘉
晃
）

「頑
戸
際
政
策
維
持
」が

2007年

北朝鮮は
どう動くか?

6か国協議に臨む北朝鮮の金桂寛外務次官 (奥右)と 手前は
米国代表団(12月 18日 、北京の釣魚台国賓館為 代表撮影)

３
分
の

，

よ．
う
と
す
る
ス
男
。３６
一Ｉ
Ｔ
関
連
サ

ー
ビ
ス
）

「金
正
日
総
書
記
の
亡
命
ス
男
・

鶴
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）　
　
・

「金
工
、日

総
書
記
が
暗
殺
さ
れ
る
」



Ｑ
最
も
活
躍
す
る
Ｅ
本
人
大
り
ｒ
ガ
ー
は

，

実
績
の
イ
ナ
ロ
ー
が
首
位

松
坂
は
１０
勝
前
後
か

そ
の
点
＾
左
投

げ
の
井
川
は
有

利
。
ヤ
ン
キ
ー

・

ス
は
攻
守
に
優

れ
て
い
る
の
で
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ヨ

ン
入
ヶ
し
、
『５

回
ま
で
』
と
割

り
切
っ
て
投
げ

れ
ば
、
意
外
な

ほ
ど
勝
ち
星

を
伸
ぽ
す
の
は

可
能
だ
と
思
い

ま
す
」
　

　

　

ヽ

打
者
で
は
、

岩
村
明
憲
が
デ

年
末
の
話
題
を
独
占
し
た
の
は
、
松

坂
大
輔
の
メ
ジ
ャ
ー
入
り
騒
動
だ
。
す

っ
た
も
ん
だ
の
末
、
レ
ッ
ド
ソ
ツ
ク
ス
入

団
に
漕
ぎ
着
け
た
ば

Ｑ７
年
も
大
リ
ー

グ
は
関
心
の
的
で
あ
る
の
は
間
違
い
な

唸

そ
＞」で
、

０７
年
に
最
も
活
躍
す
な

で
あ
ろ
スヽ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
を
占
っ

て
も
ら
つ
た
と
＞」ろ
、
松
坂
よ
り！
上
位

に
、
マ
リ
ナ
ー
．ズ
の
布
チ
ロ
ー
が
き
た
。

３
位
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
松
井
秀
喜
。

票
は
意
外
に
伸
び
ず
、
２
位
の
松
坂

の
半
分
以
下
だ
っ
た
。

０６
年
の
シ
ー
ズ

ン
は
左
手
首
の
骨
折
で
長
期
欠
場
を

余
儀
な
ぐ
さ
れ
、
そ
れ
が
回
答
に
響

い
た
よ
う
だ
。
い」の
上
位
３
人
べ

全

回
答
の
約
つ
割
を
占
め
、
４
位
以
下

と
は
か
な
ヶ
の
差
が
つ
い
た
。

ヽ
イ
チ
ロ
ー
、
松
井
な
ど
は
実
績
も

あ
ケ
ヽ

０７
年
む

一
定
の
活
躍
が
予
想

さ
れ
る
。
気
に
な
る
の
は
、
初
挑
戦

組
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
発

注
目

の
松
坂
の
勝
利
数
を
予
想
し
て
も
ら

つ
た
が
、

１０
～
１４
勝
と
す
る
答
え
が

３８
・７５
％
と
最
も
多
く
、
次
が
５
～

９
勝
の
３５
。２２
％
と
ヽ
・０
勝
前
後
が
大

勢
を
占
め
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
、

で
は
、
専
門
家
は
ど
う
見
て
い
る

か
。
大
リ
ー
グ
に
コ
ト
チ
留
学
経
験

も
あ
る
解
説
者
の
高
橋
直
樹
さ
ん

に
、
松
坂
ら
初
挑
戦
組
の
活
躍
を
予

想
し
て
も
ら
つ
た
。
ま
ず
松
坂
。

「‐５
勝
は
堅
唸

た
だ
、
同
程
度
、
負

け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
」

大
リ
ー
グ
の
年
間
試
合
数
は
１
６

２
で
、
日
本
よ
ケ
多
い
。
先
発
投
手

は
中
４
日
の
登
板
が
常
識
な
の
で
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
入
り
す
れ
ば
、
先
発

機
会
は
少
な
く
と

，
３０
試
合
は
あ

る
。
う
ま
ぐ
す
れ
ば
２０
勝
も
可
能
だ

が
、
松
坂
に
は
中
４
日
の
登
板
経
験

が
な
い
こ
と
、
西
武
で
人
事
に
扱
わ

れ
過
ぎ
て
い
た
こ
と
が
、
不
安
材
料

だ
と
で
鬼

「西
武
で
は
、
調
子
の
悪
い
と
き
に
登

板
を
回
避
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
メ
ジ
ャ
ー
で
は

通
用
し
な
い
。
不
調
時
で
も
登
板
し

な
け
れ
ば
な
ヶ
ま
せ
ん
が

そ
れ
で
も

方
で
押
そ
う
と
す
れ
ば
、
負
け
が
込

る
こ
と
に
造
る
か
も
↓
れ
ま
せ
ん
」

ポ
ィ
ン
ト
は
い
か
か
す
挫
求
術
、を

単
ｋ
ら
れ
る
か
で

，
奄

試
合
ご
と

に
、
組
み
立
て
を
変
え
ら
れ
れ
ば
い

負，
け
を
誠
ら
ｔ
、
隣
～
星
を
積
み
上

げ
る
こ
と
も
で
き
‐る
は
ず
だ
。　
　
ｉ

井
川
が
松
坂
超
え
る
Ｐ

球
威
や
制
球
力
は
松
坂
に
及
ぼ

な
い
が
、
い」と
勝
利
数
に
関
し
て
は
、

ヤ
ン
キ
ー
ス
が
交
渉
権
を
得
た
井
川

慶
が
、
松
坂
を
上
回
る
可
能
性
も
あ

る
、
と
高
橋
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

「大
リ
ー
グ
は
左
の
強
打
者
が
多
く
、

松坂投手は
´

何勝挙げるか?
ビ
ル
レ
上
ズ
に
入
る
が
、
大
リ
ー
ダ
挑

戦
に
失
敗
し
た
申
村
紀
洋
の
二
の
舞

い
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
と
い
高
橋

さ
ん
が
続
け
る
。

「ホ
ー
も
フ
ン
打
者
と
で
ヶ
意
識
を
捨

て
、
ヒ
ッ
ト
狙
い
で
い
か
な
い
と
、
成
功

は
難
し
い
の
で
は
な
い
聡

大
リ
ー
グ
で

求
め
ら
れ
る
の
は
い
ス
ピ
ト
吼

オ
フ
の

間
に
し
っか
り
体
を
つ
く
つて
ほ
し
い
■

巨
人
を
退
Ⅲ
し
た
桑
田
真
澄
の
動

向
も
気
に
な
る
が
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し

て
の
盛
り
は
過
ぎ
て
お
り
、
＞」の
ま
ま

で
は
大
き
な
期
待
は
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
一局
橋
さ
ん
は
、
サ
イ
ド
ス
ロ
ー

ヘ
の
転
向
を
勧
め
る
。

「リ
ー
チ
の
長
い
大
リ
ー
グ
選
手
が

吉
手
と
す
る
膝
元
を
、
横
手
か
ら
突

く
。
そ
れ
ぐ
ら
い
し
な
い
と
、
出
番
は

な
い
」

あ
の
江
夏
豊
も
大
リ
ー
グ
行
き
を

果
た
せ
な
か
っ
た
。
大
リ
ー
グ
の
ハ
ー

ド
ル
は
低
く
な
っ
た
が
、
レ
ベ
ル
が
落

ち
た
わ
け
で
は
な
い
。
各
選
手
、
気

を
引
き
締
め
て
、
全
カ
プ
レ
ー
を
見

せ
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。　
　
　
．

（本
諾

関
仁
巳
） 実績で高支持のイチロー(左 )と松井秀喜
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Ｏ
子
ど
も
た
ち
の
学
力
は
上
が
る
か
？

７
割
以
上
が
悲
観
的

学
校
不
信
根
強
ぐ

子
ど
も
の
い
じ
め
自
殺
が
相
次
い

だ
０６
年
。
「教
育
再
生
」
を
掲
げ
る
安

倍
内
閣
も
誕
生
し
、
教
育
問
題
に
注

目
が
集
ま
っ
た
。　
　
　
　
．

安
倍
内
閣
は
、
年
末
に
教
育
基
本

法
の
改
正
を
実
現
。

０７
年
は
、
首
相

直
属
の
教
育
再
生
会
議
が
、
二
月
に

も
第
１
次
報
告
を
答
申
す
る
ほ
か
、

教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
も
予

定
さ
れ
て
お
吹

教
育
論
議
は
、
い
っ

そ
う
熱
を
帯
び
そ
う
だ
。　
　
　
　
´

一
方
、
４
月
に
は
、
全
国
の
小
６
、

中
３
の
約
２
４
０
万
人
全
員
を
対
象

に
し
た
、
全
国
学
力
調
査
が
実
施
さ

れ
る
。
試
験
科
日
は
国
語
、
算
数

（数
学
）だ
。
い」と
数
年
、
「ゆ
と
り
教

育
」
の
見
直
し
で
、
各
学
校
は
、
あ
の

手
こ
の
手
で
学
力
向
上
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
そ
の
成
果
を
見
せ
て
ほ
し

い
と
≡」ろ
だ
が
、
回
答
者
の
７
割
が
、

子
ど
も
の
学
力
全
般
に
関
し
、
「下
が

る
」
と
悲
観
的
に
見
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
多
く
の
人
が
、

ゆ
と
り
教
育
の
弊
害
を
挙
げ
る
。
　
．

「ゆ
と

，
教
育
の
ダ
メ
ー
ジ
は
、
そ
う

簡
単
に
取
り
戻
せ
な
い
矢
男
・４８
・公

務
員
）

「ゆ
と
り
教
育
を
し
過
ぎ
た
。
自
分

は
私
立
に
通
っ
て
い
た
か
ら
問
題
な

か
っ
た
で

公
立
の
妹
を
見
て
そ
う
思

う
ス
女
。１８
・高
校
生
）

「円
鳳
率
を
３
と
し
て
計
算
す
る
方

向
に
変
わ
っ
た
時
点
か
ら
、
下
が
っ
た

気
が
す
る
。
私
た
ち
は
難
し
い
問
題

を
解
い
て
き
た
の
に
、
同
じ
小
学
生

で
予」
う
も
変
わ
る
の
は
、
不
思
議
」

（女
・４６
。無
職
）

学
校
へ
の
不
信
感
も
根
強
く
あ
る

よ
う
だ
。

「先
生
の
質
の
低
下
、
自
信
喪
失
で
、

児
童
、
生
徒
が
意
欲
の
あ
る
授
業
を

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
ス
男
一

６４
・会
社
員
）

「い
じ
め
問
題
対
処
な
ど
の
た
め
、

今
の
学
校
に
学
力
を
上
げ
る
た
め
の

余
力
は
残
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
ス
女
。４。
，病
院
職
員
）

終
ら
に
、
学
力
の
コ
一極
化
」
を
心

配
す
る
声
も
多
か
っ
た
。

「で
き
る
子
と
そ
う
で
な
い
子
の
差

が
大
き
く
な
れ
ば
、
公
立
校
の
指
導

力
は
さ
ら
に
低
下
す
る
。
塾
や
私
立

に
通
え
る
富
裕
層
の
子
と
、
学
習
し

た
く
て
も
で
き
な
い
子
と
に
、
は
っ
き

り
分
か
れ
る
の
で
は
な
い
か
ス
女
・

５４
・主
婦
）

全
国
学
力
調
査
が
テ
コ
に
？

教
育
評
論
家
の
岡
中
雄
さ
ん
が
、

話
す
ｒ

「学
力
調
査
で
は
、
あ
る
程
度
、
低

下
傾
向
が
表
れ
る
は
ず
）
そ
の
結
果

を
支
部
科
学
省
が
反
省
す
る
こ
と
か

ら
、
改
革
は
始
ま
る
と
思
い
ま
す
べ

こ
れ
ま
で
文
科
省
と
各
都
道
府
県
の

教
育
委
員
会
が
取
っ
て
き
た
よ
う
な

上
か
ら
の
統
制
で
は
、
学
校
現
場
は

良
く
な
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
教
師
の

■ 2007年

子どもたちの学力は
上がるか?

目まぐるしく変わる教育政策。これ以上振り
回されたくないと願う親も子も多いはず
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自
主
的
な
取
り
組
み
を
助
け
る
方

向
で
、
進
む
と
い
い
と
思
い
ま
す
」

そ
の
全
国
学
力
調
査
に
つ
い
て
は
、

「先
生
の
指
導
能
力
も
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
学
校
で
も
そ
れ
な
り
の

指
導
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

る
ス
女
。４６
・工
芸
家
）

「競
争
が
生
ま
れ
、
学
力
向
上
に
向

け
て
、
家
庭
も
教
育
現
場
も
躍
起
に

な
り
そ
う
ス
女
・４
・会
社
員
）

と
、
実
施
が
テ
コ
に
な
吹

学
力
向

上
に
結
び
つ
く
こ
と
を
期
待
す
る
意

見
も
寄
せ
ら
れ
た
。

ぜ
ひ
ヽ

０７
年
を
「学
校
再
生
」
の
始

ま
り
の
年
に
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

（本
誌
　
渡
辺
理
難
）



「ジ
ゴ
一―
ズ
強
し
」
を
印
象
づ
け
る

結
果
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
ケ
タ
違

い
の
強
さ
を
見
せ
た
の
が
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
。

１
３
７
５
人
と
、
実
に
回
答
者
の
１

割
以
上
が
、
そ
の
名
を
挙
げ
た
。
そ

の
？ゝ
え
、
メ
ン
バ
ー
の
木
村
拓
哉
が
ラ

ン
キ
ン
グ
上
位
に
来
て
い
る
の
だ
か

ら
、
お
そ
れ
入
る
。

「オ
ン
バ
ー
各
人
齋

新
し
い
方
向
性

を
試
し
て
お
り
ｎ
各
人
が
う
と
く
い

っ
て
い
る
ス
男
・５６
・会
社
員
）

な
ど
中
高
年
男
性
の
評
価
も
高

唸
　
　
　
　
　
　
　
．

事
務
所
の
後
輩
、
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
Ｎ

の
勢
い
も
ま
た
す
ご
唸

０６
年
は
メ
ン

バ
ー
の
離
脱
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も

堂
々
の
２
位
で
、
メ
ン
バ
ー
の
亀
梨
和

也
も
ラ
ィ
多
ηン
し
た
。

「今
い
ち
ば
ん
勢
い
が
あ
る！
ゎ
メ
ン
バ

ー
が
抜
け
た
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

頑
張
吹

グ
ル
ー
プ
の
絆
も
深
ま
る
と

思
チ
失
女
。３４
・主
婦
）

と
、
主
婦
層
も
熱
い
視
線
を
送
っ

て
い
る
。

ジ
ゴ
一―
ズ
以
外
の
男
性
妻
能
人

は
、
ざ
フ
エ
ア
コー
系
の
タ
レ
ン
ト
や
司

会
者
が
大
半
。
７
位
に
ラ
ン
ク
き
れ

た
い
小
池
徹
平
と
ウ
エ
ン
ツ
瑛
士
の
イ

ヶ
メ
ン
音
楽
と
ラ
ト
Ｗ
ａ
Ｔ
は
、
一
発

屋
で
終
わ
ら
な
い
支
持
を
受
け
て
い

る
「着

手
お
笑
い
で
は
、
「欧
米
か
ｒ
」

と
い
つヽ
妙
な
ツ
ツ
コ
ミ
が
ウ
ケ
て
い
る

タ
カ
ア
ン
ド
ト
弦

「武
勇
伝
」
の
ネ
タ

で
人
気
に
な
つ
た
オ
リ
エ
ン
タ
を
フ
ジ

オ
、
ス
ケ
番
の
扮
装
で
毒
舌
を
吐
く

桜
塚
や
っ
ぐ
ん
が
、
一フ
ン
ク
入
り
を
果

た
し
た
。

陣
内
智
則
に
関
し
て
は
、
女
優
の

藤
原
紀
香
と
の
結
婚
を
契
機
に
、
い

っ
そ
う
ブ
レ
ー
ク
す
る
．と
予
想
す
る

人
が
多
か
った
。

新
庄
側
志
は
、
現
状
は
「元
野
球

選
手
」
で
あ
つ
て
、
芸
能
人
で
は
な
い

が
、
「ほ
か
に
な
い
キ
ヤ
ラ
ク
ウ
ト
」
と

し
て
、
一ア
レ
ビ
で
の
活
躍
を
予
想
す
る

声
が
多
か
っ
た
。
　
一

・　
∴

女
性
は
者
手
女
優
上
位
・　

・

バ
ラ
と
す打
１
係
の
タ
レ
ン
４
が
主

の
男
性
と
う
っ
て
か
わ
り
、
女
性
芸

能
人
＠
フ
ン
キ
ン
グ
は
、
着
手
女
優
が

多
く
を
占
め
て
い
る
。

宮
崎
あ
お
い
、
沢
尻
二
ヶ
ォ
＾
綾
瀬

は
る
か
、
上
野
村
里
い
石
原
さ
と
み‥、

新
垣
結
衣
ら
２。
歳
前
後
の
同
世
代
の

女
優
が
ひ
し
め
く
な
か
、
他
を
引
き

離
し
、
ト
ッ
プ
に
立
つ
た
の
は
↓
長
澤

ま
さ
み
。
映
画
「世
界
の
中
心
で
、
愛

を
叫
ぶ
」
で
脚
光
を
浴
び
い
以
後
、
コ

ン
ス
タ
ン
ト
に
映
画
や
ド
ラ
マ
で
主
役

を
張
吹

老
若
男
女
を
超
え
た
人
気

を
持
つ
。

「彼
女
の
よ
う
な
爽
や
か
さ
、
強
さ

を
持
っ
た
女
優
は
ほ
か
に
見
当
た
ら

な
い
。
元
気
を
く
れ
る
女
性
ス
女
・

３２
こ
７
「ウ
ト
）

節
約
・資
格
で
生
活
防
衛

法
人
税
軽
減
の
流
れ
な
ど
、
国
の

政
策
を
め
ぐ
っ
て
も
、
い
い
思
い
を
す

る
の
は
企
業
ば
か
り
、
と
で
つ
見
方

が
挙
が
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
・

「税
制
の
企
業
優
先
が
国
民
の
反
感

を
買
い
、
消
費
も
低
迷
す
る
こ
と
は

必
然
ス
男
・７．
．無
職
）

と
す
る
意
見
の
一
方
で
、
地
方
切

り
捨
て
の
懸
念
も
根
強
く
あ
る
。

「地
方
を
切
り
捨

て
る
政
策
で
は
、

中
央
の
み
景
気
拡

大
し
、
地
方
は
冷

え
て
い
く
ば
か
り
」

八
女
。４
・事
務
職
）

さ
ら
に
、
そ
も
そ

も
経
済
指
標
に
基

づ
ぐ
景
気
回
復
に

「実
感
が
な
い
」
と

疑
問
を
呈
す
る
人

∫
、
か
な
り
い
る
。

「景
気
拡
大
な
ど

今
の
時
点
で
、
『幻

想
』
で
あ
る
。
大
企

業
は
そ
う
な
の
か

も
し
れ
な
喰
ｒ

消

費
者
が
財
布
の
ヒ

モ
を
緩
め
る
と
は

思
え
な
い
」
（男
・

守
・自
由
業
）

一
方
、
楽
観
論
の
多
く
は
、

「企
業
業
績
の
好
調
が
個
人
所
得

の
向
上
に
波
及
し
、
来
年
は
個
人
消

費
も
伸
び
て
、
景
気
の
好
調
が
持
続

さ
れ
る
ス
男
・６７
・自
営
業
）

な
ど
再
景
気
拡
大
が
企
業
か
ら
個

人
へ
浸
透
す
る
と
主
張
す
る
。

自
分
増
身
の
収
入
の
見
通
し
で

は
、
「変
わ
ら
な
い
」
が
斑
・４９
％
と
過

半
数
で
、
「減
る
」
を
含
め
る
と
８
割

近
く
を
占
め
る
。
伸
び
悩
む
収
入
ヂ
一

景
気
に
対
す
る
見
方
を
悲
観
的
に

し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
唸
　
　
　
一

生
活
防
衛
の
方
法
を
聞
い
て
み
た

と
＞」ろ
、
「節
約
」
と
「投
資
」
が
大
半

2007年

07年Ⅲ
日本の景気拡大は
いつまで続くか?

自分自身の収入は
06年より

増えるか?

女性芸能人1位
の長澤まさみ

と
い
つ
評
価
も
あ
っ
た
。

志
田
未
来
は
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
ド

ラ
マ
「１４
オ
の
母
」
で
の
好
演
が
票
に

結
び
つ
い
た
。

「演
技
力
と
表
現
力
が
素
晴
ち
し

い
ス
男
・４３
・会
社
員
）

と
、
と
り
こ
に
な
っ
た
中
高
年
男

性
も
多
い
。
実
年
齢
は
１３
歳
。
ど
こ

ま
で
伸
び
る
か
、
楽
し
み
な
存
在

だ
。女

性
の
２
位
は
、
「エ
ロ
か
？
」い
い
」

歌
手
の
倖
口
茶
未
。
同
じ
ぐ
７
位
の

絢
香
は
、
〕
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
本

格
派
シ
ン
ガ
ー
だ
。

以
上
は
、
あ
ぐ
ま
で
予
想
。
誰
が

ど
ん
な
形
で
大
ブ
レ
ー
ク
す
る
か
、

わ
か
ら
な
い
の
が
芸
能
界
だ
。

（本
誌
　
関
仁
巳
）

を
占
め
た
が
、
「副
業
者
資
格
」
を
挙

げ
る
人
が
意
外
に
多
か
っ
た
。

「収
入
源
を
複
数
作
る
ス
男
・６８
・

洋
服
リ
フ
オ
ー
ム
業
）

「資
格
を
取
吹

収
入
の
多
い
仕
事

に
転
職
す
る
た
め
勉
強
中
ス
女
・

３３
・派
遣
社
員
）

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
た
。
賢
く

も
、
自
己
防
衛
の
方
策
を
考
え
て
い

る
の
だ
。　
　
　
　
　
（本
誌
　
高
畑
基
宏
）

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ

◆

次
号
で
は
、
皇
室
、
参
院
選
、
離

婚
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
問
題
を

取
り
上
げ
た
唸

―
髯

Ｑ
鍛
も
活
躍
す
る
芸
能
人
は

，

男
性
は
ご
Ｍ
Ａ
Ｐ

女
性
は
展
浮
ま
さ
参

「夏
ま
ｒ
で
ス
ト
チ

「労
働
分
配
率
の
低
下
に
よ
り
、
企

業
業
績
は
伸
び
続
け
る
が
、
景
気
の

概
念
が
賃
金
上
昇
と
考
え
る
と
、
景

気
は
拡
大
し
て
い
な
い
と
思
う
ス
男
一

３３
・会
社
員
）

こ
う
し
た
意
見
は
い
企
業
が
従
業

員
の
賃
金
上
昇
に
踏
み
切
れ
な
い
問

は
、
″
景
気
回
復
″
な
る
も
の
が
い
つ

ま
で
続
い
て
も
、
そ
れ
は
名
ば
か
り

で
あ
る
と
で
つ
国
民
の
本
音
を
代
表

し
て
い
る
よ
う
だ
。

Ｑ
景
気
拡
大
は
い
つ
ま
で
続
ぐ
か
？

６
剖
が

長
さ
だ
け
な
ら
「い
ざ
な
ぎ
」
を
超

え
た
現
在
の
景
気
拡
大
だ
で

い
っ
た

喰
い
つ
ま
で
続
く
だ
ろ
す
か
υ

デ
ン
ケ
ー
ト
で
は
↓
一
年
中
続
く
」

が
３６
「３．
％
で
、
「春
ま
で
」
と
「夏
ま

で
」
の
合
計
が
全
体
の
６
割
弱
と
、
あ

ま
り
長
続
き
し
な
い
と
見
る
人
が
過

半
数
を
占
め
た
。　
　
　
　
一　
，

春
ま
で
と
見
る
人
か
ら
は
、

「本
当
の
意
味
で
雇
用
の
拡
大
が
な

お
れ
て
い
な
い
か
ら
共
女
。３．
．会
社

員
）
・　
　
　
　
　
．

な
ど
い
依
然
と
し
て
雇
用
情
勢
が

不
透
明
だ
と
す
る
指
摘
が
日
立
つ
。

そ
の
結
果
、
収
入
の
二
極
化
が
と
み
、

消
費
の
本
格
回
復
が
な
い
ま
ま
、
景

気
が
再
び
低
迷
す
る
と
で

，
図
式

だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

な
か
に
は
、

「格
差
が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
、
底

辺
の
収
入
は
下
が
る
二
方
、
そ
み
そ

ろ
不
満
が
爆
発
す
る
ス
男
・４
・無

職
ゞ
　
　
　
　
　
　
　
一

と
で
つ
怒
り
の
声
も
。　
　
　
　
・

コ
年
中
続
ぐ
」と
回
答
し
た
人
も
、

無
条
件
で
楽
観
視
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
唸

調査協力 gooリサーチ

ちゃ崩 こと山崎静代の注目度が特に
調査協力 gooリサーチ

伸び悩む株価が実感なき景気拡大を裏付ljb(写真は東証)
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